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プ
（
》
く

こ
の
よ
う
な
医
療
界
の
風
潮
を
正
す
た
め
に
『
蘭
法
内
用
薬
能
識
」

で
は
、
作
用
、
禁
忌
、
併
用
可
否
に
言
及
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
正
し

い
処
方
は
少
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

シ
ー
ボ
ル
ト
の
弟
子
の
日
高
凉
台
は
、
高
良
斉
訳
編
の
『
薬
品
応

手
録
」
が
余
り
に
も
簡
単
な
の
で
、
モ
ス
ト
等
に
な
ら
っ
て
薬
効
区
分

配
列
と
し
た
西
洋
薬
の
正
し
い
用
法
を
天
保
六
年
に
書
き
上
げ
た
。

こ
の
原
稿
は
天
保
七
年
二
八
三
六
）
に
「
和
蘭
用
薬
便
覧
」
と
題

し
て
刊
行
さ
れ
た
が
、
こ
れ
の
序
文
を
姪
の
信
（
ノ
ブ
？
）
が
書
い
て

い
る
Ｏ〃

凉
台
老
人
（
三
十
歳
台
な
の
に
老
人
扱
い
）
は
、
こ
の
種
の
小
冊
子

は
小
澤
墳
言
ば
か
り
で
公
刊
す
る
に
値
し
な
い
。
発
刊
す
れ
ば
町
医
は

簡
便
に
走
り
医
の
大
本
を
忘
れ
る
か
ら
刊
行
は
不
可
で
あ
る
と
言
っ

た
。
私
は
こ
の
本
が
用
薬
に
非
常
に
便
利
で
、
町
医
が
上
手
に
用
い
れ

ば
治
療
功
者
に
な
る
。
そ
れ
は
仁
術
へ
の
近
道
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
と

主
張
し
て
出
版
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
〃
（
中
西
釈
文
）

こ
の
凉
台
の
姪
の
発
言
は
、
近
代
の
実
用
便
宜
主
義
と
申
す
べ
き
思

考
で
あ
る
。
彼
女
の
発
言
は
、
一
八
九
九
年
に
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
で
発
刊

さ
れ
た
メ
ル
ク
社
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
初
版
が
医
薬
品
用
法
の
全
く
の
安
直

本
で
あ
る
史
実
と
考
え
合
わ
す
と
興
味
深
い
。

し
か
し
日
高
凉
台
は
癒
し
の
根
本
は
用
薬
だ
け
で
は
な
い
と
主
張

し
、
続
刊
の
『
和
蘭
用
薬
便
覧
附
録
・
上
」
の
序
文
に
は
、
老
人
に
言
っ

て
も
亦
、
冷
笑
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
と
、
別
の
姪
・
光
が
書
い
て
い
る
。

良
斉
や
凉
台
よ
り
一
時
代
後
の
、
中
津
の
大
江
雲
沢
医
師
（
文
政
五

年
一
八
二
二
ｌ
明
治
三
二
年
一
八
九
九
）
が
〃
医
は
仁
な
ら
ざ
る
の
術
、

務
め
て
仁
な
ら
ん
と
欲
す
″
と
述
べ
て
医
訓
と
し
た
こ
と
を
考
え
併
せ

る
と
、
薬
品
中
心
医
療
に
進
み
つ
つ
あ
っ
た
時
代
に
お
け
る
彼
等
の
発

言
は
、
歴
史
的
に
ま
こ
と
に
有
意
義
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
惟
す
る
。

（
平
成
十
六
年
九
月
例
会
）

一
九
四
九
年
、
思
二
言
い
Ｆ
ら
が
鎖
状
赤
血
球
貧
血
患
者
の
ヘ
モ
グ

ロ
ビ
ン
（
里
〕
）
の
β
鎖
が
正
常
者
の
西
ご
と
は
異
な
る
事
を
発
見
し
、

四
筋
と
命
名
し
た
。
そ
の
違
い
は
β
鎖
の
Ｎ
末
端
か
ら
六
番
目
の
ア
ミ

ノ
酸
で
あ
る
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
が
バ
リ
ン
に
替
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
こ
の

よ
う
な
病
気
を
分
子
病
昌
巳
円
昌
閏
Ｓ
ｍ
①
閉
①
と
命
名
し
た
。
こ
の
発

見
を
契
機
と
し
て
、
異
常
を
見
つ
け
よ
う
と
す
る
研
究
者
が
世
界
各
地

に
現
れ
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
者
は
「
異
常
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
狩
人
」
と

呼
ば
れ
た
。

山
口
県
立
医
科
大
学
、
臨
床
病
理
学
教
授
、
柴
田
進
は
一
九
五
六
年
、

テ
ネ
シ
ー
大
学
の
胃
．
目
脂
の
の
血
液
学
レ
ジ
デ
ン
ト
コ
ー
ス
を
受

け
、
一
年
経
っ
て
帰
国
の
途
に
つ
い
た
と
き
、
空
港
に
見
送
り
に
来
た

目
隠
の
師
に
「
日
本
で
異
常
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
調
査
を
し
ま
す
」
と
約

束
し
た
。
帰
国
し
た
一
九
五
七
年
か
ら
濾
紙
電
気
泳
動
法
で
検
体
の
残

り
の
血
液
に
つ
い
て
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
三
年
間
で
一
○
○

○
検
体
を
調
べ
た
が
一
例
の
異
常
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
に
も
出
会
わ
な
か
つ

国
ご
シ
旨
の
発
見
の
歴
史

佐
分
利
保
雄
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一
九
六
二
年
柴
田
ら
は
寒
天
ゲ
ル
電
気
泳
動
法
で
国
ウ
シ
よ
り
陰
極

側
に
あ
ま
り
濃
く
な
い
泳
動
稿
を
見
つ
け
た
。
そ
れ
は
函
ご
蜀
と
同
じ

場
所
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
出
す
甸
で
は
な
い
こ
と
が
ア
ル
カ
リ

変
性
試
験
で
証
明
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
同
じ
国
す
が
数
例
み
つ
か
っ

た
。
い
ず
れ
も
高
血
糖
を
有
し
て
い
た
。
そ
こ
で
「
糖
尿
病
患
者
の
血

液
に
見
ら
れ
る
異
常
血
色
素
様
成
分
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
日
本
血

液
学
会
雑
誌
、
閉
凸
曽
》
岳
包
に
報
告
し
た
。

同
じ
一
九
六
二
年
、
函
昌
め
日
四
口
と
ロ
○
胃
が
、
出
す
シ
辰
屑
が
二
～
三

倍
増
加
し
た
糖
尿
病
患
者
四
人
を
発
見
し
た
。

一
九
六
八
年
、
罰
昌
胃
崗
が
テ
ヘ
ラ
ン
大
学
で
一
二
○
○
人
の
血
液

を
寒
天
電
気
泳
動
法
で
し
ら
べ
二
人
か
ら
異
常
な
槁
を
発
見
し
た
。
二

人
は
糖
尿
病
患
者
で
あ
っ
た
。

そ
れ
よ
り
先
、
一
九
五
五
年
、
塵
昌
の
日
四
国
、
一
九
五
八
年
牌
言
巴
①
禺

ら
が
陽
イ
オ
ン
交
換
樹
脂
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
よ
り
国
ず
の
微
少

成
分
を
分
析
し
た
。

テ
ヘ
ラ
ン
の
詞
巴
号
曾
は
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
異
常
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

た
。
三
年
間
は
虚
し
く
過
ぎ
て
い
っ
た
。
日
本
に
は
異
常
ヘ
モ
グ
ロ
ビ

ン
は
無
い
の
か
？
そ
こ
で
日
本
血
液
学
会
雑
誌
の
第
一
巻
か
ら
つ
ぶ

さ
に
調
べ
た
と
こ
ろ
、
異
常
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
疑
い
が
持
た
れ
る
幾
つ

か
の
論
文
が
見
つ
か
っ
た
。
岩
手
の
黒
血
症
が
そ
の
一
つ
で
、
こ
れ
を

十
年
来
研
究
し
て
い
た
岩
手
医
科
大
学
の
田
村
教
授
か
ら
患
者
血
液
を

頂
き
、
異
常
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
。
日
本
最
初
の

異
常
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
で
国
丘
冨
冒
胃
①
と
呼
ば
れ
、
角
電
函
耐
↓
弓
弓

と
決
定
さ
れ
た
。

一
九
六
二
年
陸

精
神
障
害
の
病
因
は
、
い
ま
だ
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
精
神
医
学
に

お
い
て
、
疾
患
単
位
は
臨
床
像
と
経
過
、
薬
物
反
応
性
に
よ
っ
て
規
定

さ
れ
て
き
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｄ
や
Ｄ
Ｓ
Ｍ
（
ア
メ
リ
カ
精
神
医
学
会
診
断
基
準
）

を
見
て
も
、
徐
々
に
時
に
（
Ｄ
Ｓ
Ｍ
‐
Ⅷ
）
革
命
的
に
疾
患
概
念
は
変

化
し
て
き
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
障
害
の
歴
史
的
変
遷
を
知
る

事
は
、
精
神
障
害
の
本
質
を
見
失
わ
な
い
た
め
に
、
ま
た
障
害
構
造
を

深
く
理
解
す
る
上
で
大
変
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
こ
こ
で
は
、
統
合
失

調
症
、
双
極
性
障
害
、
パ
ニ
ッ
ク
障
害
と
三
つ
の
代
表
的
障
害
の
歴
史

を
通
し
て
、
精
神
医
学
に
お
け
る
障
害
史
の
臨
床
的
意
義
を
検
証
し
て

い
き
た
い
。
ち
な
み
に
統
合
失
調
症
と
は
か
っ
て
の
精
神
分
裂
病
で
あ

り
、
双
極
性
障
害
と
は
躁
う
つ
病
の
こ
と
で
あ
り
、
パ
ニ
ッ
ク
障
害
と

は
か
っ
て
の
発
作
性
の
不
安
神
経
症
の
こ
と
で
あ
る
。

統
合
失
調
症
は
時
代
的
に
変
遷
し
て
き
て
い
る
。
十
八
世
紀
は
緊
張

研
究
者
と
協
同
し
て
、
国
ご
沙
門
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
し
た

二
九
六
九
）
・

国
匡
目
］
、
の
豐
呂
は
出
す
シ
【
は
β
鎖
の
ぐ
里
の
ｚ
願
に
ブ
ド
ウ
糖

が
結
合
し
て
い
る
こ
と
を
化
学
的
に
証
明
し
た
二
九
七
五
）
・

要
す
る
に
函
ウ
シ
門
は
一
九
六
二
年
、
柴
田
進
ら
と
四
匡
耐
白
目
］
と

ロ
（
）
男
に
よ
っ
て
、
各
々
独
立
に
、
高
血
糖
よ
り
発
見
さ
れ
た
。

（
平
成
十
六
年
九
月
例
会
）

精
神
医
学
に
お
け
る
障
害
史
の
臨
床
的
意
義

山
田
和
夫


